








































CSR情報報告メディアのご紹介
ヤマダ電機では、CSR（企業の社会的責任）に関する情報を皆様にお伝えするため、

毎年6月に年次報告書として「CSR REPORT」を発行しているほか、当社Web

サイトにおいて、経済性・社会性・環境保全活動に関する情報を月次報告としてリアル

タイムにご提供しています。

CSR REPORT（冊子）
冊子版のCSRレポートでは、前年4月から当年3月まで1年間のCSRに関す

る活動（経済性・社会性・環境）をまとめてご報告しています。毎号異なる

取組みを「特集」としてクローズアップしているほか、ヤマダ電機の活動に

対する第三者のご意見等を掲載しています。2012年版より、ISO26000を

参照した構成としました。

また、冊子版は、過去のものを含めWebサイトよりPDFファイルをダウン

ロードすることができます。

Webサイト CSR情報ページ
	 http://www.yamada-denki.jp/csr/index.html
Webサイトでは、ヤマダ電機のCSRに関する基本的な考え方やCSR

倫理綱領、取引方針など、CSRに対する理念や仕組み、長期にわ

たって継続的に取り組んでいる活動などを中心にご報告しています。

◎WebサイトCSR情報の
　主なコンテンツ

・トップコミットメント
・CSR倫理綱領
・CSR有識者懇談会
・月次CSR活動
・環境活動
・社会活動
・コンプライアンス

Webサイト IR情報ページ
	 http://www.yamada-denki.jp/ir/index.html
WebサイトのIR情報ページでは、当社の経済性情報全般について

さまざまな情報を開示しています。主な経営データがWeb上でご

確認いただけるほか、決算短信や有価証券報告書などのPDFファ

イルをダウンロードすることもできます。

◎WebサイトIR情報の
　主なコンテンツ

・決算短信
・主なプレスリリース
・各種データ
・株価情報
・有価証券報告書等
・IR DATA（英語）
・月次IR情報

Webサイト 月次IR情報
	 http://www.yamada-denki.jp/ir/monthly.html
月次IR情報ページでは、過去の月別IR情報をPDFファイルでダウン

ロードすることができます。

Webサイト 月次CSR活動
	 http://www.yamada-denki.jp/csr/monthly/index.html
月次 CSR 活動は、直近の主な取組みを月別にリアルタイムでご紹

介しています。その月の主な CSR 活動トピックスに加え、継続的

な報告として「CS（顧客満足）」「環境活動」「労働環境」「コンプライ

アンス」の 4 項目について、活動データを掲載しています。

有識者意見

CSRでもリーディングカンパニーに
先ずは創業40周年をお祝い申し上げます。1973

年、社長ご夫妻がお二人だけで始められた8坪の「町

の電気屋」が今では働く人20,000人を擁する世界で

も稀なる家電量販店に成長しました。その輝かしい成

長物語を振り返る時、社長が掲げてこられた「創造と

挑戦」と「感謝と信頼」の持つ意味を改めて噛みしめた

次第です。なぜならば、どんなビジネスであれ、「より

良い製品やサービスを生み出す革新性」と「消費者、

そして、働く人々、更には、社会や環境などとの協働・

共生」の両輪がうまく連動しなければ成功はあり得ま

せん。その両輪こそがCSR経営の根幹をなすもので

あり、それらを誠実に追求してきたからこそ今日のヤ

マダ電機があると思うからです。

では、ヤマダ電機のCSR経営はどうなっているのか。

レポートが伝える通り、2つの分野で着実に進んでい

ます。第一はCSR経営を推進するための体制の整備

です。CSR経営有識者会議の活用やコーポレートガバ

ナンスの強化など、お客様満足の追求やステークホ

ルダーエンゲージメントのための基盤が一層充実して

きました。そして、忘れてはならないのは働く人たち

が自分の職場に誇りを持てるような、社会に信頼され

る会社、社員が幸せになれる会社を目指した取り組み

です。

第二は、CSRと本業の更なる一体化です。その良

き例を一つ。それは総合的な環境問題への取り組み

を進める「スマニティタウンプロジェクト」です。これ

は従来型のビジネスモデルとは様相が異なります。

それは単品としての家電の枠組みを超え、ヤマダ・エ

スバイエルホームに見られるトータルシステムとして、

然も、それを街ぐるみで取り組むことで、環境への好

影響を飛躍的に伸ばすことが可能となるからです。温

暖化をはじめ地球規模の問題はこうしたトータルな取

り組みを必要とするほどに問題が悪化し、時間との競

争にもなってきました。ヤマダ電機もその総合力の

強みを生かしてこういった21世紀が必要とするビジネ

スモデルの一層の拡充を図って行って欲しいと思い

ます。

ところで、このところ家電量販業界のみならず、

様々なビジネスにおいて経営環境は一層厳しさを増し

ています。そうした中、CSR経営をどう維持発展させ

ていくのか、大変難しい問題です。でも、ヤマダ電機

の場合、その答えは既に経営トップから明確に述べら

れています。社長曰く、「事業そのものが社会貢献に

つながること。そのためには社会と共有できる価値の

創造（CSV）に取り組むこと。これこそが家電量販業界

のリーディングカンパニーとしてヤマダ電機が果たす

べき役割です」と。それだけではありません。副社長も

「リーディングカンパニーとしての社会的責任とは、日

常的に展開しているビジネスそのもので社会貢献す

ることです」と、トップ陣の歩調はピッタリです。

「創造と挑戦」と「感謝と信頼」。これまでのヤマダ

電機を引っ張ってきた経営理念ですが、これからの40

年間においても、この二本柱の下に21世紀社会の要

求を満たすCSR経営を一段と強化していけば、ヤマダ

電機は家電量販業界において他の追随を許さぬ真の

リーディングカンパニーになるのは間違いありません。

UNEP FIに関わるほか、中央環境審議会など各種審議会の委員、
川崎市、鹿児島市のアドヴァイザー、東京大学大学院非常勤講師
なども務めるほか、企業の社外役員を務め、環境問題や企業の社
会的責任について、講演、著書、新聞、TV等で啓蒙に努める。

1967年4月　三菱銀行入行
1994年6月　同行取締役・ニューヨーク支店長
1996年4月　東京三菱銀行信託会社（ＮＹ）頭取
1998年6月　日興アセットマネジメント副社長
2003年7月　国連環境計画・金融イニシアティブ特別顧問（現任）

『日本新生』（北星堂）
『カーボンリスク』（共著、北星堂）
『有害連鎖』（幻冬舎）
『最新CSR事情』（泰文堂）
『地球温暖化講義』（東洋経済）
『グリーン・ニューディール』（編著、環境新聞）
『グリーン経済最前線』（共著、岩波新書）

国連環境計画・金融イニシアティブ

特別顧問　末吉 竹二郎氏（1945年1月3日生）

著書／
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